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が出現し,経過とともをこ結節性病変が加わることが殆ん

どである一

審症の成掛こついては,①糖尿病自体鉛糖代謝凝滞予

②非酵素的糖化現象,③糸球体基底膜の･酎ヒ学的輿常や

④糸球体の過剰漉遇などが考えられているやここでは予
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結節性病変
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色では青色に染色されるか細胞榛は病変の周辺部に偏在

している.周辺部には,赤血球鮒埋没したり,間隙が認

め琵Jれることもある8

魔殿では,電子密度の高いmeS組露呈朋m基質が結節状

をこ増加しているが予この物質が正常糸球体に存在する細
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病変の進展
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糸球体が肥大L,毛細血管腔も拡大し,mesan昏豆um俄
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結 語

最上 著者らが観察した電顕所見はきび慢性病変から

結節性病変-の進展における一つの過程であることは確

空である.び慢性病変における細胞外物質の堰遜臼が,そ

のま 高ゝ度をこなって結節病変となることも全くは否定出
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ある顎さらに亨増加している基質が正常のそれと閣-で 織化学の応用などにより,より詳細な観察が可能となり手

あるか否か賢未だ未解決の問題である,単タロ-シ抗体 結節病変の形成過程が明らかにされるであろう.

を履いた細胞外物質の観象 済覇 かベノ吊こおける免疫観
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